
  

 

「若手教員と育ち合う授業づくり」 

           研修研究部主幹 芋川 恵美子 

 

 本校の今年度の研修研究テーマは、「若手教員と育ち合う授業づくりと研修の充実」です。 

町田の丘学園では、現在、正規教員になり 3 年目までの若手教員が１／３以上を占めており、「若

手教員」の育成が喫緊の課題となっています。学校全体で若手教員を支える土壌を培い、ベテ

ランの教員も一緒に育ち合う学校を目指し、研究に取り組みました。 

 

「授業づくり」は、若手教員はもちろん、経験をいくら積んでも、いつも悩み、試行錯誤し

ながら、児童生徒の学びを最大限に引き出していきたいと作りあげていくものです。夏季休業

中には、たっぷりと時間をとり、若手教員が「教えてほしい」ことを一覧とし、学部（学年）

の教員が付箋を使いながら、アイディアを出し合う「アイディアシート」を作成しました。2

学期以降も、それらのアイディアを取り入れた授業について、さらに工夫できるところを「授

業づくりが楽しい」と思える助言に努めながら、協議を積み重ねていきました。 

 

 1 月末には、知的障害教育部門と肢体不自由教育部門に分かれ、これらの協議をまとめて校内

報告会を実施しました。どの学部（学年）も、若手を中心に、一体となって授業を作り上げて

いく状況が、発表で報告されました。若手教員からは、今回の研究を通して、「授業アイディア

が広がった」「実態把握の視点が広がった」など指導に関する学びとともに、協議自体が自分の

考えを整理する場になりえたという意見がありました。また、若手以外の教員からは、「若手教

員が悩んでいることを共有し、自分の授業にも返すことができた」と自身の授業の振り返りと

ともに、学部（学年）全体で一つの授業を作り上げていくことの良さをあげた意見も出ました。  

 

 若手教員は、みな学びに熱心で、その情熱にベテラン教員も感化され、学校全体が学びに向

かう風土が育ちやすくなります。これからも、若手教員とともに教員全体で育ち合い、その学

びが「児童・生徒の学び」とつながるよう、研修研究を進めていきたいと考えています。 
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～B 中インクルージブな学びプロジェクト～ 

外部人材を活用したインクルーシブな学びプログラムとして、「NPO 法人みんなのダンス

フィールド」の講師による表現活動を実施しました。この活動では、音楽に合わせて歩いた

り走ったりすることから始め、自分の身体の動きやリズムを感じながら、それぞれのペース

で身体を動かす姿が見られました 

また、トイレットペーパーを使って風を表現する活動では、揺れや流れ、強さの違いに気

づき、それぞれの感じ方を動きに表す姿が見られました。さらに、赤・緑・茶色の袋を見せ、

「何に見えるだろう」と問いかけると、太陽・葉・チョコレートなどさまざまな連想が生ま

れ、そのイメージを身体全体で表現しました。友だちと手を合わせて行う手合わせダンスで

は、友達同士で手を取り合って自由に踊り、相手の動きや存在を感じ取りながら、つながり

を意識した表現を楽しみました。 

 正解のない活動の中で、一人一人の発想や表現を認め合い、多様性を大切にする学びの時

間となりました。 

        

 

 

 

 

 

             

A 部門市肢交流（小学部・中学部）  

～笑顔あふれるボッチャ交流会～ 

１月 22 日（木）、町田の丘学園体育館で、町田第六小学校やまばと学級、町田第一中学校

わかば学級の皆さんと一緒にボッチャ交流を行いました。中学部は競技形式で、作戦を考え

ながら白熱した試合を展開しました。小学部は得点マットを用いたレクリエーション形式で

取り組み、ボールの行方に大きな歓声が上がっていました。 

 学年を越えて声を掛け合い、笑顔で活動する姿が多く見られ、体育館全体があたたかな雰

囲気に包まれた交流の時間となりました。 

                      

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



～B 高特体連（バスケットボール部）～ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～生徒会選挙～ 

 ２月１６日（月）の５，６時間目体育館で高等部の令和７年度生徒会役員選挙が行われま

した。立候補者は生徒会長１名、A 部門副会長１名、B 部門副会長３名、B 部門書記１名の計

６名でした。２月２日（月）から、選挙活動が始まり、立候補者は朝の玄関付近での選挙活

動、お昼の放送演説、給食の時間での各教室での演説、ポスター作成、など多岐に渡り選挙

活動に取り組んできました。演説内容については、学校を良くするための取り組みについて

個々に公約を発表し、熱のこもった演説となりました。また、演説のスタイルも、ステージ

での演説の他、動画での演説など応援演説者を含めユニークな演説もあり、聞く側も興味を

持続しながら耳を傾けることができました。当選結果は、翌日の朝発表され、会長１名、A

部門副会長１名、B 部門副会長１名、B 部門書記１名の計４名が当選し、また、来年度に向

けて新たな生徒会役員が誕生しました。新・旧の引き継ぎ式については、３月１３日（金）

の３年生を送る会で行う予定になっています。旧役員の生徒も１年間本当にお疲れさまでし

た。来年度もより良い学校づくりができることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優勝しました！ ２月４日、５日に実施された

第６９回東京都特別支援学校

体育連盟バスケットボール大

会に参加しました。ディビジョ

ンⅡ（普通科、職能科）の部門

において、B チームは惜しくも

予選敗退となってしまいまし

たが、A チームは予選を含めた

全６試合を全勝し見事に優勝

を飾ることができました。日頃

の練習の成果を発揮し、自信を

もってプレーすることができ

ました。たくさんの応援をあり

がとうございました。 


